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伊澤　希実（いざわ  のぞみ）さん

　私は、初めて議会を傍聴しました。学校でやる話し合い

とは違って、質問一つ一つに対して丁寧に答えられていて

すごいと思いました。他県のいろいろな取り組みや全国の

方針を参考にしながら、岩美町にあった取り組みも考えら

れていてすごいと思いました。（略）今日の議会で思った

ことは、もう少し議員さんが幅広い年齢で女性も男性もい

るともっといろいろな目線からの意見も聞けていいという

ことです。岩美町がもっと住みやすいまちになるように、

これからも頑張ってほしいです。

大谷　喜平（おおたに  きっぺい）さん

　議会で傍聴したのは、森林環境譲与税についての内容で

した。（略）議会傍聴して感じたことは、岩美町民の生活

をよりよくするために支えてくださる人がたくさんいると

いうことです。これからも自分が気付かないところでいろ

いろな人々が支えていることを忘れずに生活したいです。

少し気になったことは、男性の議員や年齢が高い人が多

かったことです。もっと女性の議員が多ければ、女性の意

見が聞けるし、若い議員がいれば、若者の意見も反映され

るのではないかと思いました。

小林　蒼志（こばやし  あおし）さん
　女性議員が少なく、男性議員が多かったので、もっと女性の議員を増やしてもいいと思った。議員がいろんな質問をされていて大変そうだったし、一つのことにたくさん話していてすごいと思った。とても熱意のある議会で特別な時間を過ごせたと思うし、貴重な経験になったと思う。 梅津　瑚陽奈（うめつ  こひな）さん

　岩美町議会を見て感じたことは、雰囲気などとても緊張感のある中で、岩美町のことについて真剣に話し合っていたということでした。岩美町をよりよくしていくために、話し合いの中でたくさんの県の事例を参考にしていたのが印象的でした。

清水　夏実（しみず  なつみ）さん

　私は、今日初めて岩美町議会を傍聴しました。（略）自

分が思っていたよりも地域をよくするためにどうするかな

どを話していて、岩美町の人たちのことを真剣に考えてい

るのが伝わってきました。特に、自分の意見や思いをしっ

かりと町長、教育長に伝え、たくさん質問していました。

少し気になったことは、男性議員のほうが多く、女性議員

の方が数人しかいなかったことです。男性の方の意見ばか

りでなく、女性の方の意見も大切なのではないかと思いま

した。

太良木　苺花（たらき  まいか）さん

　岩美町議会の傍聴を初めて聞いた。内容がところどころ

難しいと思ったが、すごく熱心に議論されていて岩美町を

よくするために頑張っておられるのだと強く思いました。

（略）中学校の部活動については、新型コロナウイルスの

感染対策をきちんと行っているか、中学校の部活は教育の

一環であるなど生徒のことをきちんと考えておられるのだ

と思いました。吉橋　圭祐（よしはし  けいすけ）さん
　議会の話は難しくてあまり頭に入ってこなかったけれども、議員の方がこれからの日本の将来について話し合いをしているのが分かった。土砂崩れなどの災害が起こらないように危険な場所の森林を伐採し、人の命を守り、安全のことを考えていることが議会を聞いて知ることができたことと、税金を何に使っているのが分かった。また、中学校の部活動についての話も聞けた。

河口　裕貴（かわぐち  ゆうき）さん

　途中からの参加だったので、話が難しくてわかりません

でしたが、すごく大切な話をされているというのは分かり

ました。

廣田　梨子（ひろた  りこ）さん
　今日、岩美町議会を見に行っていろいろな話をしているのだなと思いました。静岡県や岩手県など他県のいいところを調べ、岩美町に還元しようとしていてすごいと思いました。中学の部活動は教育の一環なのかという質問もありました。それについて、自発性や責任感、連帯感などが身について、仲間や先生、地域の協力のもと部活動ができているということを学ぶきっかけになるので、部活動は教育の一環だと答弁されていました。初めて知ることができたので良かったです。議員が手を抜くことなく岩美町民のために話し合う姿は、かっこいいなと思いました。

　
議
会
活
動
の
在

り
方
検
討
特
別
委

員
会
の
活
動
開
始

か
ら
２
年
。今
号
は
、

議
会
の
公
開
を
主

に
し
た
こ
の
間
の

到
達
を
13
頁
に
紹

介
▼
議
会
の
公
開
は
、議

会
活
動
を
監
視
し
て
も
ら

う
の
が
目
的
で
す
▼「
改

革
」
は
同
時
に
、議
会
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
議
員
力
の
向
上
に

実
っ
て
こ
そ
、意
味
が
あ

り
ま
す
▼
活
字
の
公
開
だ

け
で
な
く
、音
声
を
視
聴

し
て
も
ら
い
、耳
に
痛
い

声
を
励
み
に
、さ
ら
に
前

に
進
み
た
い
▼
９
月
議
会

を
控
え
た
今
夏
、質
問
・
質

疑
の
向
上
め
ざ
す
自
主
研

修
に
取
り
組
み
ま
す
。

田
中
克
美
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伴
っ
て
増
加
す
る
保
護
者
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
貸
し

切
り
バ
ス
の
増
台
な
ど
に
要

す
る
経
費
を
助
成
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所

感
染
防
止
対
策
事
業

　
　
　
　
　

６
０
０
万
円

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
内
で

の
集
団
感
染
を
防
止
す
る
た

め
、
町
内
で
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
事
業
者
に

対
し
て
衛
生
用
品
の
購
入
、

施
設
改
修
な
ど
の
感
染
防
止

対
策
に
係
る
費
用
を
助
成
。

個
人
事
業
主
等
傷
病
給
付
金

62
万
円

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

に
対
す
る
傷
病
手
当
の
対
象

と
な
ら
な
い
個
人
事
業
主
な

ど
に
つ
い
て
、
傷
病
手
当
金

と
同
様
の
金
額
を
町
独
自
に

支
給
。

医
療
機
械
器
具
等
購
入
費

１
８
３
８
万
円
増
額

　

病
院
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
患
者
用
の
病
棟

に
必
要
な
医
療
機
器
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
院
内
の
更

な
る
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

診
療
状
況
表
示
シ
ス
テ
ム
を

整
備
。

歳
出
の
主
な
も
の

経
営
持
続
化
支
援
事
業

　
　
　
　

５
０
０
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
長
期
化
に
よ
り
、

経
営
に
影
響
を
受
け
て
い
る

町
内
事
業
者
に
対
し
て
減
少

割
合
な
ど
に
応
じ
た
支
援
金

を
給
付
。

「
岩
美
が
ん
ば
れ
若
者
小

包
」
お
届
け
事
業

　
　
　
　
　

１
８
７
万
円

　

町
出
身
の
大
学
生
な
ど
の

学
業
や
生
活
を
支
援
す
る
た

め
町
内
産
品
の
詰
め
合
わ
せ

を
送
付
。

給
付
金
付
特
別
奨
学
金
事
業

　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

　

ア
ル
バ
イ
ト
収
入
の
減
少

な
ど
で
就
学
の
維
持
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
本
町
出
身
の

大
学
生
、
専
修
学
生
が
継
続

し
て
学
業
に
専
念
で
き
る
よ

う
、
給
付
金
付
特
別
奨
学
金

（
貸
付
金
５
万
円
、
給
付
金

５
万
円
）
の
貸
付
・
給
付
。

修
学
旅
行
費
支
援
事
業

１
３
０
万
円

　

小
中
学
校
の
修
学
旅
行
に

お
い
て
感
染
防
止
対
策
に

一
般
会
計
等
補
正
予
算

　

１
億
３
０
５
４
万
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
69
憶
１

４
１
４
万
円
と
し
ま
し
た
。

ど
に
応
じ
た
支
援
金
給
付
を

含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
追
加
１
議
案
を
含
む
９
議

案
を
、
原
案
通
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
案
１
件

を
可
決
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
会

　

６
月
定
例
会
を
、
６
月
８

日
か
ら
10
日
ま
で
３
日
間
の

会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
大
学
生

等
若
者
支
援
、
新
た
に
町
内

事
業
者
に
対
し
減
少
割
合
な

新規の事業支援金給付、学生支援を再度実施

コロナ対応の事業を拡充

主
な
議
案
の
概
要
・
質
疑

「岩美がんばれ若者小包」の梱包の様子と昨年度実施時のお礼のメール
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主
な
議
案
の
概
要
・
質
疑



 

採
択 　
（
杉
村　

宏
議
員
）

　

町
は
、
27
年
度
か
ら
30
人

学
級
を
完
全
実
施
し
て
実
現

し
て
い
る
。

　

少
人
数
学
級
編
成
を
国
の

制
度
と
す
る
た
め
に
も
採
択

す
べ
き
で
あ
る
。

討　

論

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教

職
員
定
数
改
善
を
は
か
る
た

め
の
、
２
０
２
２
年
度
政
府

予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
に

関
す
る
陳
情
書（

趣
旨
採
択
）

高
齢
者
介
護
予
防
等
手
数
料

の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
閉
じ

こ
も
り
状
態
に
あ
る
高
齢
者

を
対
象
に
、
訪
問
型
介
護
予

防
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
手
数
料
を
徴
す
る
。

 

問 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
を
避
け
よ
う
と
し
て
、

家
に
閉
じ
こ
も
っ
た
こ
と
で

身
体
の
認
知
機
能
に
影
響
が

出
て
い
る
例
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
そ
の
結
果
で
介
護

が
必
要
な
一
歩
手
前
の
状
態

で
フ
レ
イ
ル
と
い
う
そ
う
だ

が
、
加
齢
に
よ
る
も
の
よ
り

ス
ピ
ー
ド
が
速
い
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
訪
問
型
介
護
事

業
の
利
用
の
申
し
出
を
待
つ

の
で
は
な
く
、
積
極
的
に
働

き
か
け
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

 

答 　

町
で
は
毎
年
65
歳
以

上
の
要
介
護
・
要
支
援
に
掛

か
っ
て
い
な
い
方
全
員
に
介

護
予
防
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
て
い
る
。
質
問
事

項
に
外
出
の
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
中
で
外
出
が
減
っ
て
い

る
方
に
は
、
積
極
的
に
声
を

か
け
た
い
。

陳　情　審　査　結　果
件　　名 結　果 賛否の状況

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるため
の、2022 年度政府予算に係る意見書採択に関する陳
情書
提出者：鳥取県教職員組合東部支部
　　　　支部長　常藤充博　外１名

趣旨採択
※ 1

採択
升井祐子、寺垣智章、杉村　宏、田中克美、 
柳　正敏
不採択
吉田保雄

地方財政の充実・強化を求める陳情
提出者：自治労鳥取県本部
　　　　執行委員長　山口一樹　外１名

採　択
※ 2

(意見書提出 )

採択
升井祐子、森田洋子、寺垣智章、杉村　宏、
澤　治樹、田中克美、柳　正敏

※ 1趣旨採択という委員会審査結果に異議があったため、初めに採択に賛成の者を諮り、過半数に達しなかった。次にあらためて趣旨採択
に賛成の者を諮り、初めに採択に賛成した者も趣旨採択に賛成し、趣旨採択に賛成の者が過半数に達した。

※ 2趣旨採択という委員会審査結果に異議があったため、初めに採択に賛成の者を諮り、過半数に達した。

陳情について、起立をもって採決を行う

 

採
択 　
（
田
中
克
美
議
員
）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
少
人

数
学
級
が
い
か
に
子
ど
も
た

ち
の
学
び
と
成
長
に
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　

陳
情
者
の
意
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
し
か
る
べ
き

機
関
に
き
ち
ん
と
意
思
を
通

す
た
め
に
採
択
と
し
て
意
見

書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

 

不
採
択 　
（
吉
田
保
雄
議
員
）

　

少
人
数
学
級
が
本
来
良
い

の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。

　

今
、
教
育
は
ギ
ガ
ス
ク
ー

ル
な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
が
図
ら
れ
て
お
り
必
要

が
な
い
と
思
う
。

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
陳
情

（
採
択
）

 

採
択 　
（
柳　

正
敏
議
員
）

　

町
制
運
営
の
安
定
あ
る
い

は
継
続
・
充
実
の
た
め
、
ま

た
、
本
町
の
今
後
の
住
民
福

祉
の
向
上
あ
る
い
は
更
な
る

活
性
化
を
図
る
た
め
に
も
採

択
す
べ
き
で
あ
る
。
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採
択 　
（
杉
村　

宏
議
員
）

　

住
民
に
対
し
て
、
社
会
保

障
、
防
災
な
ど
の
実
務
を

担
っ
て
い
る
の
は
、
地
方
自

治
体
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
地
域
間
の
財
源

の
偏
在
は
大
き
く
、
地
方
交

付
税
の
財
政
調
整
機
能
は
よ

り
強
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

５
月
31
日
臨
時
会

２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
専
決
処
分
）

　

特
別
交
付
税
の
決
定
な
ど

に
伴
い
、
５
３
９
３
万
円
の

増
額
を
承
認
し
ま
し
た
。

 

問 　

交
通
安
全
対
策
特
別

交
付
金
で
、
交
付
団
体
に

な
っ
た
理
由
は
ど
う
か
。

 

答 　

町
内
の
事
故
件
数
の

前
年
と
前
々
年
の
実
績
に
基

づ
い
て
、
交
付
金
が
算
定
さ

れ
る
が
、
そ
の
事
故
件
数
が

増
え
た
こ
と
に
よ
る
。

３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
専
決
処
分
）

　

子
育
て
世
帯
へ
の
生
活
支

援
特
別
給
付
金
の
支
給
に
伴

い
、
９
６
０
万
円
の
増
額
を

承
認
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　

税
率
及
び
課
税
額
か
ら
減

額
す
る
額
を
決
定
し
ま
し
た
。

病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

診
療
科
目
に
脳
神
経
内
科

の
追
加
を
承
認
し
ま
し
た
。

 
採
択 　
（
田
中
克
美
議
員
）

　

地
方
自
治
体
の
も
と
で
暮

ら
す
住
民
に
と
っ
て
、
頼
り

に
な
る
自
治
体
の
財
政
基
盤

を
し
っ
か
り
確
立
す
る
こ
と

は
、
現
行
の
不
可
欠
な
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。

６月定例会の審議結果と賛否の状況
提出者 議案 審議結果 賛否の状況

町長 損害賠償の額を定めることについての専決処分 承認 全員一致

町長 損害賠償の額を定めることについての専決処分 承認 全員一致

町長 特別医療費助成条例の一部改正 可決 全員一致

町長 高齢者介護予防等手数料の徴収に関する条例の一部改正 可決 全員一致

町長 一般会計補正予算（第２号） 可決 全員一致

町長 国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 全員一致

町長 介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 全員一致

町長 病院事業会計補正予算（第１号） 可決 全員一致

町長 一般会計補正予算（第３号） 可決 全員一致

議員 地方財政の充実・強化を求める意見書 可決 全員一致

５月臨時会の審議結果と賛否の状況
提出者 議　　　案 審議結果 賛否の状況

町長 ２年度一般会計補正予算（専決処分） 承認 全員一致

町長 税条例等の一部改正（専決処分） 承認 全員一致

町長 ３年度一般会計補正予算（専決処分） 承認 全員一致

町長 国民健康保険税条例の一部改正 可決 全員一致

町長 病院事業の設置等に関する条例の一部改正 可決 全員一致

三市町合同の交通安全運動（新温泉町地内）
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質問議員 ページ 質問事項（通告書のまま）

橋本　恒 6
１　住宅地、商業地の水路の維持管理について
２　いじめ、体罰、不登校など学校の諸課題について

宮本純一 7
１　森林環境譲与税の活用について
２　中学校部活動について

森田洋子 8 １　循環型社会のまちづくりについて
２　避難行動要支援者の支援体制について

升井祐子 12 １　コロナ禍における観光対策
２　コロナ禍の防災・避難所の在り方

�田保雄 9 １　町民の健康寿命の向上と人間ドック検診について

杉村　宏 10

田中克美 11

１　バス運賃の均一制を進めるべきだ
２　サポカーの普及を
３　公共交通のドライバー確保は、将来を見据えて
４　岩美駅東側に駐輪場の整備を

１　認知症予防と補聴器購入補助について
２　国民健康保険税の子どもの均等割の軽減について
３　国による地域医療機関の統廃合、病床削減について
４　デジタル関連法と自治体のデジタル化について

議会だよりでは、内容を１議員１ページに要約しています。議会ホームページでは、動画をご覧いただけます。
会議録は、９月ごろから議会事務局や議会ホームページでご覧いただけます。

一般質問

7議員が町政を質す
ただ

7議員が町政を質す
ただ

7議員が町政を質す
ただ

６月定例会の一般質問（登壇順）

【質問のルール】
　事前に質問要旨を通告し、議長の許
可を得て質問します。
　質問時間は１人 30 分以内（答弁の
時間を除く）で、一問一答方式で何度
でも質問できます。

　一般質問は、議員が自らの調査・研究、
住民の声にもとづき、町執行部の方針
を質すものです。
　結果として「現行の政策変更」や「新
規政策を採用」させるなどの効果があ
ります。
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一
　
般
　
質
　
問

議
員

 

橋
本   

不
登
校
の
現
状
と
対

応
は
。

 

教
育
長   

２
年
度
は
、
小
学

校
は
２
名
、
中
学
校
は
８
名

が
不
登
校
。

　

そ
の
子
ど
も
た
ち
に
寄
り

添
う
対
応
を
し
て
い
る
が
、

多
く
の
場
合
、
そ
の
要
因
が

は
っ
き
り
し
な
い
と
い
う
の

が
、
現
在
の
不
登
校
問
題
の

難
し
さ
だ
。

 

橋
本   

子
ど
も
は
地
域
で
守

る
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
子

ど
も
た
ち
の
状
況
や
問
題
が

地
域
に
見
え
て
こ
な
い
。

　

青
少
年
育
成
を
担
う
組
織

に
は
、
た
と
え
良
く
な
い
事

案
で
も
情
報
共
有
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

 

教
育
長   

情
報
共
有
は
必
要

だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
や
範
囲
つ
い
て
は
、
慎

重
な
対
応
が
必
要
だ
。

徒
に
は
、
人
格
の
成
長
に
期

す
意
味
で
、
毅
然
と
し
た
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

 

橋
本   

い
じ
め
の
未
然
予
防

や
早
期
発
見
の
対
策
は
。

 

教
育
長   

い
じ
め
に
気
づ
く

感
度
が
非
常
に
大
切
だ
。

　

日
常
的
に
児
童
生
徒
を
丁

寧
に
観
察
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

を
行
い
、
い
じ
め
の
実
態
把

握
に
努
め
て
い
る
。

 

橋
本   

教
職
員
の
体
罰
は
社

会
的
に
許
さ
れ
な
い
。

　

過
去
３
年
間
に
体
罰
は
発

生
し
て
い
る
か
。

 

教
育
長   

体
罰
の
報
告
は
さ

れ
て
い
な
い
。

 

橋
本   

体
罰
が
あ
っ
た
と
の

情
報
が
あ
る
。

　

教
育
委
員
会
が
把
握
し
て

い
な
い
こ
と
を
含
め
、
ど
う

思
う
か
。

 

教
育
長   

関
係
者
の
話
を
聞

き
、
事
実
確
認
を
し
た
い
。

 

教
育
長   

し
っ
か
り
と
事
実

関
係
の
聞
き
取
り
を
行
い
、

事
案
に
よ
っ
て
は
、
い
じ
め

防
止
対
策
委
員
会
を
開
き
、

情
報
共
有
や
事
実
確
認
を
行

い
、
い
じ
め
が
確
認
さ
れ
れ

ば
対
応
方
針
や
再
発
防
止
を

協
議
し
て
い
る
。

　

ま
ず
第
１
に
、
い
じ
め
を

受
け
た
児
童
生
徒
の
心
の
ケ

ア
の
支
援
を
行
う
。

　

い
じ
め
を
行
っ
た
児
童
生

 

橋
本   

い
じ
め
は
、
社
会
全

体
の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

小
中
学
校
の
い
じ
め
認
知

件
数
は
い
く
つ
か
。

 

教
育
長   

元
年
度
は
小
学
校

25
件
、
中
学
校
６
件
だ
。

 
橋
本   

心
の
被
害
も
い
じ
め

と
さ
れ
る
な
か
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
た
か
。

用
料
の
徴
収
者
は
誰
か
。

 

町
長   
す
べ
て
町
に
な
る
。

 

橋
本   

条
例
に
水
路
の
維
持

管
理
を
す
る
者
は
明
記
さ
れ

て
い
る
か
。

 

村
島
総
務
課
長   

条
例
に
は

規
定
さ
れ
て
い
な
い
。

 

橋
本   

管
理
責
任
が
明
記
さ

れ
て
い
な
い
自
治
会
に
、
維

持
管
理
さ
せ
る
に
は
負
担
の

大
き
い
水
路
が
有
る
。

　

水
路
を
所
有
し
、
許
認
可

権
限
や
使
用
料
徴
収
権
を
有

す
る
町
が
責
任
を
持
っ
て
維

持
管
理
す
べ
き
。

 

町
長   

管
理
の
し
や
す
い
水

路
へ
の
改
良
や
、
汚
泥
の
運

搬
、
処
分
費
の
支
援
な
ど
、

地
域
活
動
が
円
滑
に
行
え
る

よ
う
な
取
組
を
検
討
す
る
。
 

橋
本   

自
治
会
が
行
っ
て
い

る
住
宅
地
な
ど
の
水
路
清
掃

の
認
識
と
、
隣
接
す
る
事
業

所
な
ど
に
も
、
参
加
し
て
ほ

し
い
と
い
う
声
を
ど
う
思
う

か
。

 

町
長   

管
理
の
区
分
が
し
づ

ら
い
水
路
や
、
人
力
で
清
掃

が
で
き
な
い
な
ど
、
管
理
が

難
し
い
水
路
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

事
業
所
も
含
め
関
係
者
と

自
治
会
な
ど
が
協
力
し
て
、

引
き
続
き
維
持
管
理
を
行
っ

て
ほ
し
い
。

 

橋
本   

町
内
水
路
の
所
有
者
、

工
事
の
許
認
可
権
限
者
、
使

水
路
の
維
持
管
理
に
町
も
責
任
を

	

橋
本
　
恒
議
員

児
童
生
徒
の
良
く
な
い
情
報
も

共
有
す
べ
き	

橋
本
　
恒
議
員

地
域
活
動
が
円
滑
に
行
え
る
取
組

を
検
討	

西
垣
町
長

情
報
共
有
は
必
要
だ

	

寺
西
教
育
長

橋本　恒議員

橋
本
　
　
恒

住民による水路清掃（太田地内）
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一
　
般
　
質
　
問

議
員

宮
本
　
純
一

 

宮
本   

岩
美
町
地
域
総
合
型

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
状

況
は
ど
う
か
。

　

受
け
皿
と
な
る
か
。

 

教
育
長   

小
学
生
を
対
象
に

し
た
柔
道
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

教
室
を
実
施
し
て
い
る
が
、

現
状
は
難
し
い
。

 

宮
本   

地
域
移
行
は
す
べ
き

で
な
い
。

　

県
教
委
は
検
討
さ
れ
る
の

か
。

 

教
育
長   

今
後
、
部
活
動
の

在
り
方
及
び
方
向
性
検
討
会

（
仮
称
）
で
議
論
さ
れ
る
。

　

こ
れ
を
参
考
に
し
て
教
育

の
一
貫
と
し
て
の
部
活
動
と

な
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

 

宮
本   

中
学
校
部
活
動
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

 

教
育
長   

県
教
委
が
出
し
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
対
応

し
て
い
る
。

 

宮
本   

文
科
省
は
、
５
年
度

以
降
、
休
日
の
部
活
動
の
地

域
移
行
を
段
階
的
に
実
施
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

 

教
育
長   

多
く
の
課
題
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

 

宮
本   

文
科
省
は
地
域
移
行

を
ど
う
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。

 

教
育
長   

文
科
省
は
総
合
型

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
運
営
主

体
と
想
定
し
て
い
る
よ
う
だ
。

 

宮
本   

毎
年
多
額
の
交
付
が

あ
る
が
、
事
業
の
取
組
体
制

は
で
き
て
い
る
か
。

 

町
長   

現
段
階
で
は
、
県
の

助
言
や
情
報
提
供
を
受
け
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

宮
本   

地
籍
調
査
未
実
施
の

森
林
で
の
境
界
の
明
確
化
は

可
能
か
。

 

町
長   

公
図
や
航
空
写
真
を

基
に
し
た
森
林
基
本
図
、
所

有
者
か
ら
の
情
報
な
ど
を
参

考
に
作
成
し
た
図
面
を
基
に
、

お
互
い
隣
接
す
る
山
林
所
有

者
が
立
会
し
納
得
し
て
も
ら

う
以
外
に
方
法
は
な
い
。

 

宮
本   

全
国
の
取
組
事
例
を

参
考
に
し
て
、
柔
軟
に
里
山

整
備
に
取
り
組
ま
な
い
か
。

 

町
長   

町
の
実
情
に
合
っ
た

部
分
を
取
り
入
れ
、
考
え
な

が
ら
取
り
組
み
た
い
。

正
し
く
周
知
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

 

町
長   
個
人
住
民
税
の
均
等

割
額
に
１
人
年
額
１
０
０
０

円
を
上
乗
せ
す
る
形
で
国
税

と
し
て
町
が
賦
課
徴
収
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
で
周
知
に
努
め
る
。

 

宮
本   

森
林
環
境
譲
与
税
の

基
金
積
立
て
状
況
と
交
付
額

の
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

 

飯
野
産
業
建
設
課
長   

２
年

度
末
の
基
金
残
高
は
１
０
０

４
万
３
０
１
５
円
。

　

３
年
度
７
１
０
万
円
、
４

年
度
か
ら
５
年
度
ま
で
は
毎

年
９
２
０
万
円
。

　

６
年
度
以
降
は
毎
年
１
１

２
０
万
円
と
の
試
算
だ
。

  

宮
本    

森
林
環
境
保
全
税

と
森
林
環
境
譲
与
税
で
何
を

行
う
の
か
。

 

町
長   

森
林
環
境
保
全
税
は

県
独
自
の
税
金
で
、
造
林
事

業
や
竹
林
整
備
な
ど
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
は
国
が

創
設
し
、
適
切
に
管
理
が
さ

れ
て
い
な
い
森
林
整
備
や
人

材
育
成
、
木
材
の
利
用
促
進

な
ど
を
行
う
財
源
と
し
て
市

町
村
に
譲
与
さ
れ
る
も
の
だ
。

 

宮
本   

６
年
度
か
ら
、
森
林

環
境
税
と
し
て
町
民
１
人
か

ら
１
０
０
０
円
徴
収
さ
れ
る
。

　

税
の
目
的
や
徴
収
方
法
を

森
林
環
境
譲
与
税
で
里
山
整
備
を

	

宮
本
　
純
一
議
員

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
は

す
べ
き
で
な
い	

宮
本
　
純
一
議
員

町
の
実
情
に
あ
っ
た
取
組
を
進
め

て
い
く	

西
垣
町
長

県
の
議
論
を
参
考
に
し
た
い

	

寺
西
教
育
長

宮本　純一議員

進む森林整備の様子（延興寺地区）
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一
　
般
　
質
　
問

議
員

る
か
。

 

町
長   

個
別
対
応
は
難
し
い
。

最
寄
り
の
指
定
避
難
所
に
避

難
し
て
ほ
し
い
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
を
取
っ
た
上

で
、
自
治
組
織
と
一
緒
に

な
っ
て
運
営
す
る
。

 

森
田   

高
齢
化
が
進
み
、
福

祉
避
難
所
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　

本
町
の
福
祉
避
難
所
の
開

設
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

 

町
長   

町
内
11
施
設
と
福
祉

避
難
所
の
協
定
を
結
ん
で
い

る
。

　

災
害
時
は
、
町
の
指
定
避

難
所
に
避
難
し
、
そ
の
後
開

設
さ
れ
る
福
祉
避
難
所
に
移

動
と
な
る
。

 

森
田   

３
年
５
月
20
日
に
、

改
正
災
害
対
策
基
本
法
が
施

行
さ
れ
た
。
改
正
に
よ
り
、

個
別
避
難
計
画
の
作
成
が
努

力
義
務
に
な
っ
た
。
全
国
の

自
治
体
で
４
割
近
く
が
未
作

成
だ
。

　

本
町
の
作
成
状
況
は
ど
う

か
、
ま
た
課
題
認
識
は
ど
う

か
。

 

町
長   

１
１
５
の
集
落
中
54

の
集
落
が
作
成
済
み
で
あ
る
。

　

制
度
の
必
要
性
を
十
分
に

説
明
し
切
れ
ず
、
十
分
に
理

解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
町

内
全
域
で
策
定
で
き
る
よ
う

進
め
た
い
。

 

森
田   

就
労
支
援
Ｂ
型
事
業

所
の
岩
美
か
た
つ
む
り
工
房

で
、
避
難
体
制
を
考
え
て
ほ

し
い
と
話
さ
れ
た
。

　

避
難
所
の
場
所
確
保
や
避

難
体
制
の
整
備
は
で
き
て
い

　

今
後
も
協
力
を
呼
び
か
け

た
い
。

 

森
田   

４
年
か
ら
、
東
部
広

域
の
新
可
燃
物
処
理
施
設
リ

ン
ピ
ア
い
な
ば
が
稼
働
す
る
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
正
し
い
分

別
の
仕
方
の
周
知
は
考
え
て

い
る
か
。

 

町
長   

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
、

今
年
度
配
布
す
る
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
も
活
用

し
て
分
か
り
や
す
く
周
知
し

た
い
。

で
、
い
ず
れ
も
増
加
を
し
て

い
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
な

の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

 

森
田   

ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー

推
進
事
業
の
取
組
に
、
元
年

６
月
議
会
で
町
長
は
、
し
っ

か
り
行
政
回
収
の
協
力
を
呼

び
か
け
る
と
答
弁
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
の
取
組
は
ど
う
か
。

 

町
長   

行
政
回
収
の
協
力
の

呼
び
か
け
を
行
っ
た
が
、
目

標
５
０
０
ト
ン
の
達
成
は
、

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

組
ん
で
い
る
。

　

課
題
は
な
に
か
。

 

町
長   
２
年
度
は
、
２
１
０

６
ト
ン
で
達
成
で
き
な
か
っ

た
。

　

一
般
家
庭
の
ご
み
の
さ
ら

な
る
減
量
化
と
、
事
業
者
か

ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
削
減
が

課
題
で
あ
る
。

 

森
田   

コ
ロ
ナ
禍
で
家
庭
で

の
調
理
が
増
え
、
全
国
的
に

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
が
増

え
て
い
る
。

　

本
町
は
以
前
か
ら
、
コ
ン

ポ
ス
ト
、
生
ご
み
処
理
機
の

助
成
制
度
が
あ
る
。

　

利
用
状
況
は
ど
う
か
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
は
あ
る
か
。

 

町
長   

コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
元

年
度
４
基
、
２
年
度
19
基
で

あ
る
。
生
ご
み
処
理
機
は
、

元
年
度
６
基
、
２
年
度
16
基
 

森
田   

日
本
は
近
年
、
天
然

資
源
の
消
費
や
環
境
へ
の
負

担
を
で
き
る
限
り
少
な
く
す

る
、
循
環
型
社
会
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

本
町
の
取
組
は
ど
う
か
。

 

町
長   

４
Ｒ
の
リ
フ
ュ
ー
ズ

（
断
る
）、
リ
デ
ュ
ー
ス
（
減

ら
す
）、
リ
ユ
ー
ス
（
再
利

用
）、
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生

利
用
）
を
情
報
発
信
し
取
り

組
み
た
い
。

 

森
田   

第
10
次
総
合
計
画
が

最
終
年
度
だ
。

　

可
燃
ご
み
の
年
間
処
理
量

の
目
標
が
、
３
年
度
ま
で
に
、

１
７
０
０
ト
ン
を
掲
げ
取
り

森
田
　
洋
子

ご
み
分
別
の
周
知
を
ど
う
す
る
か

	

森
田
　
洋
子
議
員

福
祉
避
難
所
の
体
制
は
ど
う
か

	

森
田
　
洋
子
議
員

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
使
い
周
知

し
た
い	

西
垣
町
長

町
内
11
施
設
と
協
定
し
て
い
る

	

西
垣
町
長

森田　洋子議員

役場のエコキャップ回収ボックス
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一
　
般
　
質
　
問

議
員

吉
田
　
保
雄

ラ
イ
ン
接
続
用
の
カ
メ
ラ
が

準
備
さ
れ
て
い
る
。

　

中
央
公
民
館
と
各
地
区
公

民
館
や
岩
美
病
院
、
さ
ら
に

は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
を

同
時
接
続
し
て
、
健
康
管
理

や
健
康
寿
命
向
上
の
各
種
企

画
を
積
極
的
に
推
進
す
る
考

え
は
無
い
か
。

 

町
長   

現
在
、
月
に
一
回
、

岩
美
病
院
と
網
代
の
な
だ
ば

た
カ
フ
ェ
、
田
後
公
民
館
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
結

び
、
健
康
相
談
を
開
催
し
、

参
加
者
か
ら
好
評
を
頂
い
て

い
る
。

　

今
年
度
は
中
央
公
民
館
な

ど
の
整
備
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

機
器
を
活
用
し
て
、
こ
の
よ

う
な
取
組
を
全
町
的
に
広
げ

て
い
き
た
い
。

 

町
長   

町
で
は
、
35
歳
か
ら

70
歳
ま
で
を
対
象
に
人
間

ド
ッ
ク
の
費
用
助
成
を
実
施

し
て
い
る
。

　

年
齢
が
高
く
な
る
と
日
頃

か
ら
定
期
的
に
医
療
機
関
を

受
診
さ
れ
て
い
る
事
を
鑑
み

て
行
な
っ
て
い
る
が
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
や
、
病

院
の
体
制
を
含
め
て
、
検
討

し
た
い
。

健
康
寿
命
向
上
に
オ
ン
ラ
イ

ン
を
活
用

 

吉
田   

な
だ
ば
た
カ
フ
ェ
や

田
後
公
民
館
と
岩
美
病
院
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
で
健

康
相
談
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

健
康
寿
命
の
向
上
と
長
寿

化
の
取
組
に
、
各
地
区
公
民

館
の
組
織
と
協
力
し
て
推
進

す
る
考
え
は
無
い
か
。

 

町
長   

地
区
公
民
館
と
の
連

携
は
、
公
民
館
事
業
の
中
で

健
康
講
座
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ

教
室
、
が
ん
検
診
の
案
内
な

ど
い
ろ
い
ろ
と
協
力
し
て

行
っ
て
い
る
。

 

吉
田   

中
央
公
民
館
を
中
心

に
、
各
地
区
公
民
館
に
オ
ン

70
歳
以
上
の
人
間
ド
ッ
ク
検

診
に
補
助
を

 

吉
田   

70
歳
以
上
の
方
に
も

人
間
ド
ッ
ク
検
診
の
補
助
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
検
討
す
る

考
え
は
無
い
か
。

 

居
組
健
康
長
寿
課
長   

元
年

度
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
、

胃
が
ん
28
％
、
肺
が
ん
34
．

４
％
、
大
腸
が
ん
35
．
７
％
、

子
宮
が
ん
26
．
５
％
、
乳
が

ん
19
．
３
％
だ
。

　

受
診
率
は
年
々
向
上
し
て

い
る
。

 
町
長   

健
康
寿
命
や
平
均
寿

命
は
県
別
、
政
令
指
定
都
市

の
単
位
し
か
公
表
し
て
お
ら

ず
、
町
単
独
の
数
値
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
解
り

か
ね
る
。

各
種
検
診
の
受
診
状
況
は
ど

う
か

 

吉
田   

生
涯
年
齢
の
１
０
０

歳
を
目
指
す
と
い
わ
れ
て
い

る
。

　

誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
に
、

太
田
地
区
に
は
１
０
０
歳
に

な
ら
れ
る
方
が
、
晴
れ
の
日

は
毎
日
午
後
畑
仕
事
を
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
。

　

健
康
診
断
や
特
定
検
診
な

ど
で
健
康
管
理
し
、
町
民
の

健
康
寿
命
と
平
均
寿
命
を
伸

ば
し
て
欲
し
い
。

　

各
種
検
診
の
状
況
は
ど
う

か
。

健
康
寿
命
・
平
均
寿
命
の
向

上
の
取
り
組
み
は

 

吉
田   

健
康
寿
命
の
向
上
が

重
要
な
こ
と
で
あ
る
の
は
承

知
の
と
お
り
だ
。

　

県
は
５
年
度
ま
で
に
健
康

寿
命
、
平
均
寿
命
と
も
全
国

10
位
以
内
を
目
指
し
て
い
る
。

　

町
の
取
組
は
ど
う
か
。

 

町
長   

第
三
次
健
康
づ
く
り

計
画
を
策
定
し
、
取
り
組
ん

で
い
る
。

 

吉
田   

県
の
全
国
10
位
以
内

の
目
標
に
対
し
、
町
は
目
標

達
成
で
き
る
か
。

70
歳
以
上
の
人
間
ド
ッ
ク
に
補
助
を

	

吉
田
　
保
雄
議
員

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

	

西
垣
町
長

吉田　保雄議員

なだばたカフェのオンライン健康相談
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一
　
般
　
質
　
問

議
員

な
い
。
４
年
度
か
ら
の
実
施

は
考
え
て
い
な
い
。
や
る
な

ら
ば
、
町
営
バ
ス
と
民
間
バ

ス
で
同
時
の
試
行
方
法
を
模

索
し
た
い
。

　

バ
ス
運
賃
の
均
一
制
は
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
の
実

施
に
向
け
て
、
事
業
者
と
協

議
し
、
改
め
て
議
会
に
相
談

す
る
。

 

町
長   

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

が
免
許
を
お
持
ち
で
な
い
高

齢
者
の
方
を
、
共
助
で
送
迎

す
る
事
例
は
承
知
し
て
い
る
。

負
担
は
、
何
ら
か
の
形
で
軽

減
す
べ
き
だ
。
実
現
に
向
け

て
進
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

　

公
共
交
通
の
ド
ラ
イ
バ
ー

確
保
は
、
将
来
を
見
据
え
て

　

岩
美
駅
東
側
に
駐
輪
場
の

整
備
を

 

町
長   

変
わ
り
は
な
い
。

 

杉
村   

料
金
均
一
制
の
百
円

バ
ス
を
、
町
内
論
議
を
広
範

に
し
、
町
民
全
体
の
問
題
と

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

町
営
バ
ス
で
先
行
試
行
を
４

年
度
に
行
う
べ
き
だ
。

 

町
長   

地
域
に
格
差
が
生
じ
、

競
合
区
間
の
整
合
性
も
と
れ

 

杉
村   

サ
ポ
カ
ー
補
助
と
し

て
、
後
づ
け
の
高
齢
者
ペ
ダ

ル
踏
み
間
違
い
急
発
進
抑
制

装
置
設
置
費
の
４
万
４
千
円

を
、
国
２
万
円
、
町
１
万
円

の
助
成
を
行
い
、
個
人
負
担

は
１
万
４
千
円
と
す
る
制
度

を
町
は
本
年
度
か
ら
始
め
た
。

家
族
や
知
人
の
送
迎
を
買
い

物
や
通
院
で
受
け
る
方
が
相

当
数
あ
る
。
老
々
送
迎
は
、

全
額
補
助
を
行
う
べ
き
だ
。

の
補
助
金
を
公
費
か
ら
出
し

て
い
る
。

　

確
か
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
の

は
難
し
い
が
、
本
当
の
数
字

は
出
る
わ
け
が
な
い
。
そ
れ

を
も
っ
て
な
か
な
か
計
算
は

難
し
い
と
い
う
論
議
な
ら
、

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
前
に
進

ま
な
い
。

　

町
営
バ
ス
を
百
円
に
し
た

場
合
、
バ
ス
会
計
へ
の
繰
出

金
は
年
間
実
質
70
万
円
の
負

担
増
と
あ
っ
た
。
変
わ
っ
て

い
な
い
か
。

 

町
長   

ど
れ
ぐ
ら
い
影
響
す

る
の
か
算
定
で
き
な
い
こ
と

も
な
い
。
し
か
し
、
本
当
に

正
し
い
数
値
な
の
か
は
示
し

づ
ら
い
。
あ
え
て
積
算
し
て

い
な
い
。

 

杉
村   

町
長
の
言
わ
れ
る
と

お
り
、
正
し
い
数
字
は
示
せ

れ
な
い
。

　

現
在
、
国
県
町
は
民
間
路

線
バ
ス
に
維
持
補
助
金
を
出

し
て
い
る
が
、
年
に
１
回
だ

け
の
調
査
を
し
、
１
年
間
分

運
賃
収
入
を
集
計
し
、
正
確

な
運
賃
差
額
を
算
定
す
る
必

要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

町
で
全
数
調
査
す
る
の
は

難
し
く
、
事
業
者
も
毎
日
の

デ
ー
タ
を
集
計
す
る
作
業
を

運
転
業
務
に
加
え
て
行
う
の

は
困
難
で
、
事
業
者
の
協
力

が
得
ら
れ
な
い
。

　

長
野
と
同
じ
や
り
方
は
困

難
だ
。

 

杉
村   

民
間
路
線
バ
ス
の
乗

降
カ
ウ
ン
ト
は
行
っ
た
か
。

 

大
西
企
画
財
政
課
長   

２
・

３
年
度
に
交
通
計
画
案
を
作

成
し
、
職
員
が
民
間
路
線
バ

ス
の
全
て
に
乗
車
し
て
確
認

し
た
。

 

杉
村   

そ
の
調
査
は
、
均
一

料
金
に
し
た
場
合
、
ど
れ
ぐ

ら
い
の
補
助
金
額
か
算
定
が

で
き
る
調
査
か
。

 

杉
村   

郊
外
型
の
集
落
が
多

い
町
域
で
現
状
に
合
っ
た
安

全
・
安
心
の
町
内
移
動
と
し

て
、
岩
美
モ
デ
ル
を
構
築
し

た
い
。

　

長
野
県
の
飯
綱
町
で
は
、

隣
の
長
野
市
に
至
る
バ
ス
路

線
で
飯
綱
町
内
は
二
百
円
の

定
額
と
し
て
い
る
。

　

ど
う
し
て
均
一
料
金
制
が

長
野
で
で
き
て
、
鳥
取
は
で

き
て
い
な
い
の
か
。

 

町
長   

運
賃
差
額
を
飯
綱
町

が
補
填
し
て
い
る
。
補
填
額

は
、
事
業
者
調
査
で
算
定
し

て
い
る
。

　

鳥
取
運
輸
支
局
は
、
国
庫

補
助
路
線
の
補
助
額
を
算
定

す
る
に
は
、
毎
日
の
乗
降
場

町営バスの運賃表（小田線）

バ
ス
運
賃
の
均
一
制
を

	

杉
村
　
宏
議
員

老
々
送
迎
に
支
援
を

	

杉
村
　
宏
議
員

早
い
時
期
の
実
施
に
向
け

協
議
す
る	

西
垣
町
長

負
担
軽
減
す
べ
き
だ

	

西
垣
町
長

杉村　宏議員

杉
村
　
　
宏
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一
　
般
　
質
　
問

議
員

田
中
　
克
美

　

町
独
自
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

は
継
続
し
て
い
き
た
い
。

 

田
中   

独
自
サ
ー
ビ
ス
に
必

要
な
仕
様
変
更
す
る
に
は
、

法
が
定
め
た
３
要
件
を
満
た

す
こ
と
が
必
要
で
、
し
か
も

要
件
の
詳
細
は
今
後
政
府
が

示
す
と
さ
れ
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
窓
口

業
務
の
無
人
化
や
廃
止
が
言

わ
れ
て
い
る
が
、
窓
口
業
務

は
、
対
人
で
な
け
れ
ば
対
応

で
き
な
い
こ
と
が
随
分
あ
り
、

行
政
の
機
能
が
失
わ
れ
か
ね

 

田
中   
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
の

成
立
に
よ
り
、
地
方
公
共
団

体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
が
標
準

化
さ
れ
、
町
独
自
の
上
乗
せ

措
置
が
抑
制
さ
れ
、
独
自
措

置
が
維
持
で
き
な
く
な
る
。

　

ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

 

町
長   

標
準
化
に
よ
り
町
が

行
っ
て
い
た
業
務
が
対
応
で

き
な
く
な
る
場
合
に
、
独
自

に
シ
ス
テ
ム
を
追
加
構
築
す

る
必
要
が
あ
り
、
経
費
負
担

が
生
じ
る
こ
と
は
懸
念
し
て

い
る
。　

 

町
長   

次
回
の
介
護
予
防
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
実
態

把
握
を
し
た
い
。

 

田
中   

町
の
計
画
に
認
知
症

の
予
防
対
策
が
な
い
。
予
防

を
位
置
付
け
る
べ
き
だ
。

 

町
長   

予
防
、
早
期
対
応
、

重
症
化
対
策
を
一
体
的
に
行

う
た
め
、
次
期
計
画
に
お
い

な
い
。　

　

町
長
の
認
識
は
ど
う
か
。

 

町
長   

住
民
の
皆
さ
ん
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
変
え
る

べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。

 

田
中   

デ
ジ
タ
ル
関
連
法
は
、

個
人
情
報
保
護
よ
り
利
活
用

に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

て
明
記
し
て
取
り
組
み
た
い
。

 

田
中   

補
聴
器
の
普
及
は
大

変
遅
れ
て
い
る
。
日
本
で
は

必
要
な
人
の
14
％
だ
。　

　

補
聴
器
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
必
要
だ
。
ま
ず
補
聴
器
の

購
入
費
助
成
を
や
っ
て
ほ
し
い
。

 

町
長   

実
態
を
把
握
し
た
う

え
で
検
討
し
た
い
。

　

住
民
の
個
人
情
報
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
権
が
侵
害
さ
れ
る

お
そ
れ
が
大
き
く
な
る
と
思

う
。

　

ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

 

町
長   

個
人
情
報
が
脅
か
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
は
な
ら

な
い
。

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

難
聴
者
を
支
援
す
る
た
め
、

難
聴
者
や
補
聴
器
の
実
態
調

査
を
提
起
し
た
い
。

　

難
聴
か
ら
必
ず
認
知
症
に

な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
発

症
リ
ス
ク
と
な
る
。

　

難
聴
の
治
療
方
法
は
な
い
。

で
き
る
の
は
補
聴
器
に
よ
る

聞
こ
え
の
改
善
だ
。

 

田
中   

認
知
症
対
策
と
し
て

難
聴
者
支
援
が
行
な
わ
れ
る

難
聴
者
、
補
聴
器
の
実
態
調
査
を

	

田
中
　
克
美
議
員

デ
ジ
タ
ル
化
で
町
の
独
自
性
を
失
う

	

田
中
　
克
美
議
員

介
護
予
防
ア
ン
ケ
ー
ト
で
調
査
し

た
い	

西
垣
町
長

町
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
は
継
続
し
た
い

	

西
垣
町
長

田中　克美議員

ほのぼの教室で認知症予防を学ぶ

児
童
子
ど
も
均
等
割
廃
止
を
県
に

求
め
よ	

田
中
　
克
美
議
員

町
村
会
と
し
て
働
き
か
け
て
い
る

	

西
垣
町
長

田
中  

国
は
来
年
４
月
か
ら
、

国
保
税
の
均
等
割
の
未
就
学

児
分
の
５
割
を
軽
減
し
、
財

源
は
国
２
分
の
１
、
県
と
市

町
村
が
各
４
分
の
１
と
決
め

た
。

　

来
年
の
実
施
時
に
町
の
負

担
額
は
い
く
ら
か
。

 

松
本
住
民
生
活
課
長 　

　

約
13
万
６
０
０
０
円
と
な

る
。

田
中  

制
度
対
象
外
の
小
・

中
学
校
児
童
生
徒
、
18
歳
未

満
の
均
等
割
額
は
い
く
ら
か
。

 

住
民
生
活
課
長   

小
・
中
学

校
児
童
生
徒
で
約
２
３
７
万

３
０
０
０
円
、
小
・
中
学
生

を
含
む
18
歳
未
満
で
約
２
７

７
万
９
０
０
０
円
と
な
る
。

田
中  

18
歳
未
満
ま
で
の
均

等
割
を
な
く
す
制
度
創
設
を
、

県
に
提
起
し
て
ほ
し
い
。

 

町
長   

町
村
会
と
し
て
県
に

軽
減
措
置
を
働
き
か
け
て
い

る
。

　

私
は
県
独
自
で
も
と
言
っ

て
き
た
。
子
ど
も
の
均
等
割

を
な
く
す
べ
き
だ
と
考
え
て

い
る
。
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一
　
般
　
質
　
問

議
員

 

升
井   

感
染
症
対
応
の
資
材

の
備
蓄
の
確
保
は
ど
う
か
。

 

村
島
総
務
課
長   

町
内
５
か

所
の
指
定
避
難
所
に
設
置
し

た
防
災
倉
庫
に
備
蓄
し
て
い

る
。

 

升
井   

避
難
の
際
の
持
ち
出

し
品
は
。

 

町
長   

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

示
し
て
い
る
も
の
に
加
え
、

マ
ス
ク
と
体
温
計
な
ど
を
広

報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知

す
る
。

 

升
井   

介
護
、
福
祉
機
関
の

入
居
者
、
障
が
い
が
あ
る
方

の
避
難
方
法
を
議
論
し
て
は

ど
う
か
。

 

町
長   

入
居
施
設
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
沿
っ
て
避
難
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

障
が
い
が
あ
る
方
は
、
町

が
警
戒
レ
ベ
ル
３
の
高
齢
者

等
避
難
を
発
令
す
る
場
合
、

最
寄
り
の
指
定
避
難
所
に
速

や
か
に
避
難
を
お
願
い
し
た

い
。

 

升
井   

コ
ロ
ナ
禍
で
の
災
害

対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る

か
。

 

町
長   

国
・
県
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
準
ず
る
。

 

升
井   

指
定
避
難
所
以
外
の

開
設
や
、
車
中
避
難
な
ど
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
。

 

町
長   

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
な
ど
も
含
め
て
活
用
。

車
中
で
は
な
く
避
難
所
へ
の

避
難
を
、
お
願
い
し
た
い
。

 

升
井   

被
災
に
対
応
す
る
専

門
知
識
を
有
す
る
人
材
や
人

員
の
確
保
は
ど
う
か
。

 

町
長   

町
で
、
対
応
で
き
な

い
こ
と
は
、
県
や
専
門
的
な

団
体
に
支
援
を
考
え
て
い
る
。

 

升
井   

隠
れ
た
観
光
地
の
発

掘
や
魅
力
発
信
は
考
え
て
い

る
か
。

 

町
長   

自
治
会
や
有
識
者
な

ど
に
聞
き
取
り
し
、
新
た
な

観
光
資
源
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

 
升
井   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
収
束
後
の
消
費
拡
大
や
観

光
誘
客
に
向
け
た
支
援
は
ど

う
か
。

 

町
長   

宿
泊
割
引
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
冬
の
味
覚
も
の
、

Ｐ
Ｒ
動
画
制
作
な
ど
、
計
画

し
て
い
る
。

 

升
井   

雇
用
の
た
め
の
支
援

は
。

 

町
長   

総
合
的
に
実
施
を
す

る
こ
と
で
雇
用
維
持
が
図
ら

れ
る
と
考
え
る
。

 

升
井   

近
隣
観
光
の
企
画
や

取
組
は
し
て
い
る
か
。

 

町
長   

鳥
取
、
島
根
共
同
で
、

宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
い
る
。

 

升
井   

世
界
的
な
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

中
、
観
光
事
業
は
、
今
後
の

見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。

　

町
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

 

町
長   

農
業
、
水
産
業
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
危
機
的

な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

特
に
町
内
の
観
光
事
業
者

は
大
変
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
る
。

 

升
井   

経
済
的
な
支
援
継
続

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

 

町
長   

必
要
な
施
策
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
検
討
し
た

い
。

升
井
　
祐
子

コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
事
業
に
支
援
を

	

升
井
　
祐
子
議
員

コ
ロ
ナ
禍
で
の
災
害
に
人
材
確
保
は

	

升
井
　
祐
子
議
員

引
き
続
き
支
援
を
検
討
す
る

	

西
垣
町
長

県
や
専
門
団
体
と
の
共
助
を
検
討

	

西
垣
町
長

升井　祐子議員

９月定例会から

本会議の審議を生放送

一般質問と審議の放送

　昨年３月定例会から一般質問を岩美町
チャンネルで生放送していますが、次の
９月定例会から、本会議での議案、請願・
陳情の審議も生放送します。
　議会活動の在り方検討特別委員会の活
動も２年を経過しました。「議会の公開」
と議員の力量向上の取組について紹介し
ます。

一般質問
　◇生放送（岩美町チャンネル）
　◇録画放送（岩美町チャンネル）
　　質問後の土・日・月の各２回
　◇録画放送（ユーチューブ）
　　質問者毎に視聴ができます。
議案審議（請願・陳情を含む）
　◇生放送　　※９月定例会から

議会の傍聴
本会議の傍聴
　◇本会議場内で傍聴できます。
　　（議会事務局に申し出が必要です）。
　◇役場の町民ホールと３階でモニター
　　視聴できます。
常任委員会、議会運営委員会、特別委員
会、全員協議会も傍聴できます（議会事
務局に申し出が必要です）。

説明資料の公開
◇議案及び町が議会に提出した議案説
　明資料を開会初日に議会ホームページ
　にアップします。  ※９月定例会から

議員力向上の取り組み
◇質疑・質問力向上のため講師を招
　いた研修会　２回
◇新人議員の研修会　８回
◇研修会参加のための予算増額

会議録の公開
本会議の会議録
　◇議会ホームページから見ることがで
　　きます。（従前から）
次の会議録をホームページにアップ
しました。
　◇議員報酬等調査特別委員会
　　（平成 30 年 12 月～令和元年６月）
　◇議会活動の在り方検討特別委員会　
　　（令和元年７月～現在）

議会活動の在り方について、真剣に議論

コロナ禍でも前向きな町内の観光事業者（写真提供 山陰松島遊覧）
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伊澤　希実（いざわ  のぞみ）さん

　私は、初めて議会を傍聴しました。学校でやる話し合い

とは違って、質問一つ一つに対して丁寧に答えられていて

すごいと思いました。他県のいろいろな取り組みや全国の

方針を参考にしながら、岩美町にあった取り組みも考えら

れていてすごいと思いました。（略）今日の議会で思った

ことは、もう少し議員さんが幅広い年齢で女性も男性もい

るともっといろいろな目線からの意見も聞けていいという

ことです。岩美町がもっと住みやすいまちになるように、

これからも頑張ってほしいです。

大谷　喜平（おおたに  きっぺい）さん

　議会で傍聴したのは、森林環境譲与税についての内容で

した。（略）議会傍聴して感じたことは、岩美町民の生活

をよりよくするために支えてくださる人がたくさんいると

いうことです。これからも自分が気付かないところでいろ

いろな人々が支えていることを忘れずに生活したいです。

少し気になったことは、男性の議員や年齢が高い人が多

かったことです。もっと女性の議員が多ければ、女性の意

見が聞けるし、若い議員がいれば、若者の意見も反映され

るのではないかと思いました。

小林　蒼志（こばやし  あおし）さん
　女性議員が少なく、男性議員が多かったので、もっと女性の議員を増やしてもいいと思った。議員がいろんな質問をされていて大変そうだったし、一つのことにたくさん話していてすごいと思った。とても熱意のある議会で特別な時間を過ごせたと思うし、貴重な経験になったと思う。 梅津　瑚陽奈（うめつ  こひな）さん

　岩美町議会を見て感じたことは、雰囲気などとても緊張感のある中で、岩美町のことについて真剣に話し合っていたということでした。岩美町をよりよくしていくために、話し合いの中でたくさんの県の事例を参考にしていたのが印象的でした。

清水　夏実（しみず  なつみ）さん

　私は、今日初めて岩美町議会を傍聴しました。（略）自

分が思っていたよりも地域をよくするためにどうするかな

どを話していて、岩美町の人たちのことを真剣に考えてい

るのが伝わってきました。特に、自分の意見や思いをしっ

かりと町長、教育長に伝え、たくさん質問していました。

少し気になったことは、男性議員のほうが多く、女性議員

の方が数人しかいなかったことです。男性の方の意見ばか

りでなく、女性の方の意見も大切なのではないかと思いま

した。

太良木　苺花（たらき  まいか）さん

　岩美町議会の傍聴を初めて聞いた。内容がところどころ

難しいと思ったが、すごく熱心に議論されていて岩美町を

よくするために頑張っておられるのだと強く思いました。

（略）中学校の部活動については、新型コロナウイルスの

感染対策をきちんと行っているか、中学校の部活は教育の

一環であるなど生徒のことをきちんと考えておられるのだ

と思いました。吉橋　圭祐（よしはし  けいすけ）さん
　議会の話は難しくてあまり頭に入ってこなかったけれども、議員の方がこれからの日本の将来について話し合いをしているのが分かった。土砂崩れなどの災害が起こらないように危険な場所の森林を伐採し、人の命を守り、安全のことを考えていることが議会を聞いて知ることができたことと、税金を何に使っているのが分かった。また、中学校の部活動についての話も聞けた。

河口　裕貴（かわぐち  ゆうき）さん

　途中からの参加だったので、話が難しくてわかりません

でしたが、すごく大切な話をされているというのは分かり

ました。

廣田　梨子（ひろた  りこ）さん
　今日、岩美町議会を見に行っていろいろな話をしているのだなと思いました。静岡県や岩手県など他県のいいところを調べ、岩美町に還元しようとしていてすごいと思いました。中学の部活動は教育の一環なのかという質問もありました。それについて、自発性や責任感、連帯感などが身について、仲間や先生、地域の協力のもと部活動ができているということを学ぶきっかけになるので、部活動は教育の一環だと答弁されていました。初めて知ることができたので良かったです。議員が手を抜くことなく岩美町民のために話し合う姿は、かっこいいなと思いました。
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6 月 8日の一般質問を 1年生が傍聴しました。
いただいた感想の一部を紹介します。

岩美高生が
６月定例会を傍聴
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2 年振りの海開き
安全とコロナ収束を祈る
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安全とコロナ収束を祈る
7 月 10 日 荒砂神社において、
浦富海水浴場 安全祈願祭
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浦富海水浴場 安全祈願祭


